
（別紙３）

～ ７年　１月２４　日

（対象者数） 18名 （回答者数） １８名

～ ７年　１月２４　日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

親の会の行事などで、他園の子ども達と関われるにしてい

る。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者と相談して他児と関わりが持てるようしている。

（例えば：時間変更を依頼する）

2

3

町内６園、村内１園の園児数の少数ではあるが、おひさまでは

他園の子ども達と関わることができる。

年齢別でグループ指導を行ったり、未就園児の子どもさんなど

は通園していく園の子と、同じ指導時間に関わったりする。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

グループ指導を組みたいと思う子が、利用児も少ないため組ん

であげることができない。

利用児の少なさがある。特性のある子や親の都合で曜日が固定

されてしまう。

７年　１月　６日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　１月　３０日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 白川町こども発達支援教室

○保護者評価実施期間
７年　１月　６日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


